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パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口住

民
課
で

2 ●

　

東
海
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

は
、
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
や
受
け
取
り
が
、
役
場
住

民
課
の
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
東
海
村
に
本
籍
の
あ
る
方
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
申
請
に
必
要

な
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
取
得
が
１
か
所

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

役
場
（
売
店
）
で
、
受
取
時
に
必
要
な

収
入
印
紙･

茨
城
県
収
入
証
紙
も
購

入
で
き
ま
す
。

10
月
１
日（
木
）か
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

場
所

　

役
場
行
政
棟
１
階（
福
祉
部
住
民
課

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分
（
土･

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

外務省パスポートイメージ
キャラクター パスポくん

【表１】パスポートの種類と手数料

種　類 手数料
内　訳

収入印紙 茨城県収入証紙

有効期間10年 16,000円 14,000円 2,000円

有効期間５年
（12歳以上）

11,000円 9,000円 2,000円

有効期間５年
（12歳未満）

6,000円 4,000円 2,000円

記載事項の訂正 900円 700円 200円

査証欄の増補 2,500円 2,000円 500円

10月１日（木）から パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が
県
か
ら
村
に
変
わ
り
ま
す

申
請･
受
け
取
り
は 

住
民
課
で
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【表２】申請者本人を確認できる書類

１点で確認できるもの

パスポート（失効後６か月以内のものを含む）、運転免許証、写真付き住民基本台帳カード等

２点で確認できるもの

〈１〉
健康保険証、国民健康保険証、共済組合員証、船員保険証、国民年金証書（手帳）、厚生年金証書

（手帳）、船員保険年金証書（手帳）、共済年金証書、恩給証書、印鑑登録証明書＋実印、介護保険
被保険者証、後期高齢者医療被保険者証等

〈２〉

▼次のうち写真が張ってあるもの…学生証、会社の身分証明書、公的機関が発行した資格証明書、
危険物取扱者免状、消防設備士免状、液化石油ガス設備士免状、ガス溶接技能講習終了証、失効
パスポート、身体障害者手帳、療育手帳、旅行業外務員証、行政書士会員証、司法書士会員証等 
▼その他公的機関発行のもので写真が張っていないもの…医師･看護士･弁護士等の資格証明書、
母子手帳、在学証明書、雇用保険被保険者証等

注
●２点の組み合わせは、〈１〉と〈１〉、〈１〉と〈２〉のみで、〈２〉と〈２〉では受け付けできません。
●代理申請をする場合は、申請者と代理人のそれぞれの本人確認書類が必要です。

　①左図の寸法（単位ミリメートル）②縁なしで正面向き、無帽、無背景、

影なし③６か月以内に撮影――を満たすもの。

【受け付けできない写真】▼髪が顔を覆っていたり、マスク･サングラス等で顔

の一部が隠れているもの。▼目元がはっきりしないもの（光が写り込んでい

る、眼鏡のフレームが掛かっている、濃い色の眼鏡･カラーコンタクトレン

ズを装用等）。▼不鮮明なもの、傷が付いているもの、画像の加工処理をし

ているもの等。※規格に適合しない写真については、撮り直しをお願いする

ことがあります。ボックス写真等でご自分で撮影する場合はご注意ください。

※
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
の
窓
口
延

長
日
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

に
限
り
、
午
後
７
時
ま
で
可
能
で
す
。

役
場
窓
口
で
申
請･

受
け
取
り
が
で
き
る
方

　

①
東
海
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

②
茨
城
県
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

が
東
海
村
に
居
所
が
あ
り（
学
生･

単
身

赴
任
等
）、
居
所
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

パ
ス
ポ
ー
ト
の
種
類
と
手
数
料

　

【
表
１
】参
照

申
請
に
必
要
な
書
類

　

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
…
１
通

②
戸
籍
謄
（
抄
）
本
…
１
通
（
６
か
月

以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
※
有
効

期
間
内
に
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
に
切

り
替
え
る
方
で
、
前
回
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
氏
名
、
本
籍
の
都
道
府
県
名
に

変
更
が
な
い
場
合
は
、 

提
出
を
省
略

で
き
ま
す
。
③
写
真
…
１
枚
（
【
図
１
】

参
照
）
※
庁
舎
内
で
は
写
真
撮
影
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

用
意
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
写
真
は
裏
面
の
下
側
に
氏
名
を

軽
く
（
力
を
入
れ
ず
に
）
記
入
し
て
、

張
ら
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
④
申

請
者
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類
…
１

点
ま
た
は
２
点
（
【
表
２
】
参
照
）
⑤
以

前
に
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
…
有
効

期
限
に
か
か
わ
ら
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

受
取
日

　

申
請
日
か
ら
８
日
目
以
降（
土･

日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

※

申
請
者
本
人
で
な
け
れ
ば
受
け
取
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
取
時
に
必
要
な
書
類

　

旅
券
引
換
書
…
申
請
時
に
窓
口
で

受
け
取
っ
た
も
の
。
所
定
の
欄
に
指

定
さ
れ
た
金
額
分
の
収
入
印
紙
と

茨
城
県
収
入
証
紙
を
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
※
収
入
印
紙
と
茨
城
県
収
入

証
紙
は
、
役
場
行
政
棟
１
階
（
売
店
）

で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
販

売
し
て
い
ま
す
。注

意
点

　

▼
10
月
１
日
よ
り
前
に
、
茨
城
県

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
県
の

窓
口
で
申
請
し
た
方
の
パ
ス
ポ
ー

ト
は
、
申
請
し
た
窓
口
で
の
受
け
取

り
と
な
り
ま
す
。
▼
10
月
１
日
以

降
、
県
や
他
の
市
町
村
の
窓
口
で
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
部
住
民
課
住
民
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
２
４
）

45 34±2

4±2

17±2

35

【図１】写真の規格等



4 ●

◆
ペ
ッ
ト
が
人
間
社
会
の
一
員
と
な
る

た
め
に

　
村
に
は
、
飼
い
犬･

飼
い
猫
に
関
す

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
自
ら「
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
」と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
が
人
間

社
会
の
一
員
と
な
る
た
め
に
は
、
飼
い

主
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。“
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
”と
決
め
た
以

上
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
寿
命
を
全

う
す
る
ま
で
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
飼
い
主
が
責
任
を
果
た
す
こ

と
で
、
苦
情
の
ほ
と
ん
ど
は
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
こ
ん
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

●
犬
の「
ふ
ん
尿
」に
困
っ
て
い
ま
す
！

▼
散
歩
中
に「
ふ
ん
」を
し
た
と
き
は
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
不
衛
生
な

だ
け
で
な
く
、
人
の
健
康
を
害
す
る

寄
生
虫
卵
を
含
ん
で
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん
尿
の
悪
臭
も

近
所
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
清
潔
を
心

掛
け
る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
の
犬
等
が
い
て
困
っ
て
い

ま
す
！

▼
放
し
飼
い
は
原
則
と
し
て
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
う
ち
の
犬

は
放
し
飼
い
に
し
て
も
大
丈
夫
」
な

ど
と
い
う
の
は
飼
い
主
の
思
い
込
み

で
あ
り
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
公
共
の
場
所
に
は
、
動
物
好
き

な
人
と
同
じ
く
ら
い
動
物
嫌
い
の
人

も
い
ま
す
の
で
、
お
と
な
し
い
ペ
ッ

ト
で
も
配
慮
が
必
要

で
す
。
外
出
時
に
は
、

犬
は
も
ち
ろ
ん
猫
や

そ
の
他
の
ペ
ッ
ト
に

も
必
ず
リ
ー
ド
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
鳴
き
声
で
困
っ
て
い
ま
す
！

▼
不
審
者
に
警
告
す
る
た
め
に
吠
え
る

場
合
と
違
い
、
無
駄
吠
え
は
近
所
迷

惑
と
な
り
ま
す
。
無
駄
吠
え
を
や
め

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
主
従

関
係
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
教
え
、

ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
解
消
さ
せ

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の

モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

　
村･

県
民
税
が
10
月
支
給
分
の
年
金

か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

以
後
、
12
月
、
平
成
22
年
２
月
支
給
分

か
ら
も
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す（
納

税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
新

た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

　
来
年
度
の
村･

県
民
税
は
、
４
月
支
給

分
か
ら
６
回（
４･

６･

８･

10･

12･

２
月
）に

分
け
て
特
別
徴
収
さ
れ
、
４
月
、
６
月
、

８
月
に
つ
い
て
は
今
年
度
２
月
と
同
じ
額

が
仮
徴
収
税
額
と
し
て
特
別
徴
収
さ
れ

ま
す（
10
月
以
降
の
税
額
は
年
税
額
が
決

定
さ
れ
次
第
、
決
ま
り
ま
す
）。

　
な
お
、
今
年
度
10
月
、
12
月
、
２
月

に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
額
、
来

年
度
４
月
、
６
月
、
８
月
に
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
る
額
は
６
月
中
旬
に
郵

送
し
た「
平
成
21
年
度
村･

県
民
税
納
税

通
知
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
税
務
課
住
民
税
担
当（
☎
282

局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
１
７
）

10
月
か
ら

村･
県
民
税
の

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
天
引
き
）が
始
ま
り
ま
す

て
あ
げ
る
な
ど
、
責
任
と
愛
情
を
持
っ

て
根
気
強
く
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
の
抜
け
毛
を
そ
の

ま
ま
に
さ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
！

▼
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
時
の
大
量
の
抜
け
毛

は
不
快
な
も
の
で
、
犬
や
猫
の
毛
に

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
人
も
い

ま
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
自
宅
で
行

う
か
、
自
宅
以
外
の
公
共
の
場
所
で

行
う
と
き
は
、
抜
け
毛
を
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
幸
な
犬
や
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
避
妊･

去
勢
手
術
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
！ 

■
問
い
合
わ
せ	

経
済
環
境
部
環
境

政
策
課
環
境
保
全
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
４
５
１
）

●期　　日 ９月19日（土）
●時　　間 午前10時～午後２時
●場　　所 茨城県三の丸庁舎広場
（水戸市三の丸1-5-38）

●内　　容 ①愛犬のしつけ方教室　
②動物の正しい飼い方　③犬猫なん
でも相談　④動物とのふれあい　⑤
ディスクドッグショー　⑥表彰式典

●問い合わせ 茨城県動物指導セン
ター（☎0296-72-1200）

大好きいばらき動物愛護フェスティバル
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　村では、「東海村環境基本計画」を策定して、地球環境の保全や循環型社会の構築など

の環境施策を総合的かつ計画的に推進しているほか、「第２次とうかいエコオフィスプラ

ン」により、役場全組織、全職員で率先して環境に配慮する取り組みを行っています。

　そこで今月号では、これら２つの計画の平成20年度の実績についてお知らせします。

　平成20年度は、「東海村環境基本計画」に該当す

る取り組みが、全部で154件ありました。

　主な取り組みとしては、循環型社会を目指すた

めの軽油代替燃料「バイオディーゼル燃料（BDF）」の

利用や資源物の分別回収、村民･事業者との協働で

実施したレジ袋の配布中止などがあります。

　「第２次とうかいエコオフィスプラン」とは、平成19年度から平成23年度までの５年間で、村の公共

施設の事務事業活動に伴う二酸化炭素排出量を５％削減することを目標とした計画です。

重点取り組み項目 基準年
（平成17年度） 平成20年度 平成20年度増減率

（基準年比）

①電気使用量（MWh ／年） 17,136 16,136 －5.8％

②ガソリン使用量(KL ／年） 64.8 61.5 －5.1％

③軽油使用量(KL ／年） 23.1 22.5 －2.5％

④灯油使用量（KL ／年） 149.0 120.4 －19.2％

⑤Ａ重油使用量（KL ／年） 166.6 7.8 －95.3％

⑥ＬＰＧ使用量（㎞3 ／年） 28.1 25.9 －7.7％

⑦可燃ごみ排出量（t ／年） 262.3 237.9 －9.3％

⑧水道水使用量（Kt ／年）） 160.9 156.7 －2.7％

⑨用紙購入量（千枚／年） 6,642 7,623 14.8％

★二酸化炭素排出量（ｔ／年）
※①～⑦により排出される二酸化
炭素量を合計して算出したもの

8,382 7,415 －11.5％

「東海村環境基本計画」の取り組み
　【東海村環境基本計画の５つの基本目標】

■水と緑豊かな自然と共生する環境づくり

■健康で安心して暮らせる環境づくり

■歴史･文化と自然が育む快適な環境づくり

■環境への負荷の少ない循環を基調とする地域社会づくり

■村･村民･事業者が協働して取り組む環境づくり

「第２次とうかいエコオフィスプラン」の取り組み

【表１】 二酸化炭素排出に係る重点取り組み項目別実績

　【表１】は、重点取り組み項

目ごとの実績です。

　中でも、電気とＡ重油の使

用は二酸化炭素排出量に大き

く影響しますが、電気使用量

はクールビズやウォームビズ、

こまめな節電などにより削減

することができました。また、

Ａ重油使用量については、こ

れまで使用していたし尿処理

施設の老朽化に伴い、処理を

外部へ委託したことにより、

大きく削減されました。

役場の環境への取り組み状況
～平成20年度実績報告～

【グラフ１】二酸化炭素排出量の推移

増減率（基準年比）実績

9,000

8,000

7,000

6,000
8,012t 7,415t

平成17年度 平成19年度 平成20年度

8,382t

－4.4%

－11.5%

0

基準年

（ｔ） 0.0

－ 5.0

－10.0

－15.0

（%）

■問い合わせ　経済環境部環境政策課環境計画推進室（☎282-1711 内線1454）

　【グラフ１】は、村の公共施

設から排出された二酸化炭素

量の推移です。平成20年度

は基準年（平成17年）と比べて

11.5％の削減となり、目標とし

ていた５％の削減を達成

しました。今年度もさら

に削減できるよう取り組

みを継続していきます。
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夏
休
み

　

７
月
18
日
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
の
夏
休
み
。
小
学
生
た
ち
は
、
45
日
間
の
期
間
中
、「
東
海
村
エ
ン
ジ
ョ
イ･

サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」や「
わ
く
わ
く
宿
泊
体
験
学
習
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
活

動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

わ
く
わ
く
宿
泊

体
験
学
習

８
月
４
日（
火
）

～
７
日（
金
）

子
ど
も
図
書
館
員

　
３
泊
４
日
の
集
団
生
活
を

す
る
中
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
組

み
立
て
て
船
を
作
り
ま
し
た
。

浮
か
ぶ
か
ど
う
か
、
乗
る
時

が
緊
張
の
瞬
間
で
す
。
班
ご

と
の
競
争
で
は
み
ん
な
楽
し

そ
う
な
笑
顔
。ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
は
初
め
て
の
人
が
多

く
、
何
度
も
練
習
し
て
か
ら

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

参
加
者
30
人

８
月
７
日（
金
）

　
本
の
貸
し
出
し
や
返
却
の

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
、
本
の
修
理

な
ど
、
職
員
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら“
一
日
子
ど
も
図
書
館

員
”と
し
て
図
書
館
業
務
を
体

験
し
ま
し
た
。
借
り
る
側
か
ら

貸
し
出
す
側
と
な
り
、
図
書

館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
ま
た

一
つ
詳
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
６
人

思

い

出

高校生会の協力が“わくわく”を支えています

小
学
生
た
ち
の

ア
ルバ
ム

場
所
：
舟
石
川
小
学
校

プ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
ほ
か

場
所
：
村
立
図
書
館

※「
子
ど
も
図
書
館
員
」「
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
夏
期
講
座
」「
東
海
村
子
ど
も
科
学
広
場
」は
、
夏
休
み
中
の
学
習
活
動
で
あ
る「
東
海
村
エ
ン
ジ
ョ
イ･

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 本の修理は結構大変…

私たちの作った船です！

班対抗の試合

6 ●
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小
学
生
ス
ポ
ー
ツ

大
好
き
夏
期
講
座

８
月
18
日（
火
）

～
20
日（
木
）

　
縄
跳
び
や
鉄
棒
、
跳
び
箱
、

マ
ッ
ト
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
縄
跳
び
で
は
自

分
に
合
っ
た
縄
の
長
さ
の
合

わ
せ
方
や
飛
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
鉄

棒
で
は
つ
か
ま
っ
て
か
ら
段

階
的
に
回
る
練
習
を
し
ま
し

た（
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ
と
村
の
共
催
）。

参
加
者
延
べ
５
１
０
人

８
月
21
日（
金
）

　
実
験
や
工
作
を
通
し
て
科

学
の
面
白
さ
を
体
験
す
る
子

ど
も
科
学
広
場
。
段
ボ
ー
ル

の
電
気
自
動
車
作
り
や
紙

パ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
紙

す
き
、
洗せ

ん

た

く濯
の
り
と
食
塩
で

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験

し
ま
し
た
。
科
学
の
不
思
議
と

出
会
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
東
海
村

子
ど
も
科
学
広
場

参
加
者
延
べ
３
４
０
０
人

紙すきですくった瞬間思わず笑顔

火山灰を顕微鏡で見てみよう！電池にくっつけたくぎが回った！

うまく丸められるかな？　スーパーボール

手回しで電気がついた！

場
所
：
総
合
体
育
館
、

石
神
小
学
校
体
育
館

場
所
：
中
央
公
民
館
、

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

どうやって作るのだろう？　ゴムで動くおもちゃ

● 7

段ボールの電気自動車作り
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ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
き
ま
す
が
、

野
菜
に
は
脅
威
と
な
る
病
害
虫
は

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
規
模

農
家
等
で
は
、
農
薬
を
使
用
し
て
病

害
虫
の
予
防
や
駆
除
を
行
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
菜
園
で
は
農
薬
を
な

る
べ
く
使
い
た
く
な
い
と
い
う
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
実
に
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
大
発
生
し
た
り
す

る
と
農
薬
を
使
っ
て
退
治
し
た
く
な
り
ま

す
ね
。
農
薬
は
大
別
す
る
と
殺
菌
剤
、
殺

虫
剤
、
除
草
剤
等
が
あ
り
ま
す
。
農
薬
を

使
う
と
き
は
、
容
器
に
書
い
て
あ
る
注
意

事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
適
切
に
使
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
濃
度
、
使
用

回
数
、
使
用
時
期
等
が
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

家
庭
菜
園
と
い
え
ど
も
、
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
適
切

に
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
方
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
具
体
的
に
は
使
用
濃
度
を
規
定
の
範
囲
内
で
薄
め
た
り
、

使
用
回
数
を
少
な
く
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

使
用
回
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
予
防
的
な
使
用
を
心
掛
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
農
作
物
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
病

気
や
害
虫
が
発
生
す
る
兆
候
が
見
え
た
ら
早
め
に
使
用
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
病
害
虫
が
発
生
し
に
く
い
時
期
の
品

種
や
、
病
気
に
強
い
品
種
を
選
ぶ
こ
と
も
有
効
で
す
。
虫
を

棒
な
ど
で
挟は

さ

ん
で
退
治
し
た
り
、
病
気
の
葉
を
む
し
り
取
っ

た
り
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
農
薬
が
生
産
さ
れ
る
以
前
の

農
業
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
無
農
薬
栽
培
を
目
指
し
て
家

庭
菜
園
の
世
話
を
す
る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ 

東
海
村
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

減農薬に取り組みましょう

vol.３

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

16

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
す
る「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、「
認

知
症
」に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
脳
や
体
の
病
気
が
原
因
で
、
記
憶･

判
断
力
な
ど
が

低
下
し
、
普
通
の
社
会
生
活
が
送
れ
な
く
な
っ
た
状
態

を
い
い
ま
す
。
認
知
症
は
自
分
が
、
家
族
が
、
友
人
が
、

誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

認
知
症
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

日
本
が
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
康
長
寿
国
で
あ
る

こ
と
は
前
回
お
伝
え
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
認
知
症
に
な
る
高
齢
者
の
数
は
年
々
増
加

し
、
認
知
症
の
方
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
や
事
故
、
家

族
が
抱
え
る
介
護
負
担
な
ど
は
身
近
で
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ご
み
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
認
知
症
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
っ
た
り
、

身
近
な
人
が「
何
か
最
近
お
か
し
い
」と
感
じ
た
と
き
に

は
、「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」、「
本
人
に
は
言
え
な
い
」

な
ど
と
悩
ま
ず
に
、
早
め
に
専
門
医
療
機
関
を
受
診
す

る
か
、
な
ご
み
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
ご
み
で
は
、
認
知
症
予
防
の
普
及･

啓
発
や
認
知

症
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
認
知
症
に
対
す
る
理

解
が
認
知
症
の
方
を
支
え
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
一
般
の
方
を
対
象
に
、
認
知
症
の
正
し

い
知
識
や
、
適
切
な
接
し
方
な
ど
を
学
ぶ「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は「
広

報
と
う
か
い
」（
10
月
10
日
号
）に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
を
地
域
で
見
守
る
一
員
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局
２
５
１
６
）

▼ ～
認
知
症
正
し
い
理
解

支
え
合
い
～（
初
代
い
も

ジ
ィ
心
の
川
柳
）

認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
受
診･

相
談

認
知
症
と
は
…

認
知
症
を
学
び
、
認
知
症
の
方
を
支
え
る

・
家
族
の
こ
と
を
忘
れ
る

・
よ
く
知
っ
て
い
る
道
に

何
度
も
迷
う

・
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
人

の
名
前
を
忘
れ
る

病
気
の
疑
い

「
認
知
症
の
可
能
性
」

自
然
な
老
化
に
よ
る

「
も
の
忘
れ
」
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

老
齢
福
祉

年
金
制
度
に
つ
い
て

僕
は
、
７
月
末
に
行
わ
れ
た「
第
20
回
友
情
の

船
北
海
道
研
修
の
旅
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
度

目
の
参
加
と
な
っ
た
今
回
は
、
中
学
生
リ
ー
ダ
ー

を
ま
と
め
る“
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
”と
い
う
重
要
な

役
目
を
担
っ
て
い
た
た
め
、
以
前
参
加
し
た
小
学

生
の
と
き
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
大

変
で
し
た
。
良
か
っ
た
点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
良
か
っ
た
点
は
、
旅
の
最
後
に
行
わ
れ

た
解
団
式
で
の「
み
ん
な
の
表
情
」で
す
。
式
が
終

わ
っ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
一
列

に
並
ん
で
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
、
６
日
間

を
共
に
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
を
見
送
り
ま
し
た
。

小
学
生
も
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
も
、
み
ん
な
が
泣
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
た
と
き
、
僕
は「
最

後
に
こ
ん
な
に
泣
け
る
ほ
ど
、
み
ん
な
の
心
に
残

る
も
の
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
思
い
、
と
て
も
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。「
み
ん
な
が
楽
し
め
た
な
ら

一
番
だ
！
」と
、
そ
の
時
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
。
旅
の
始
め
に
、

僕
は
小
学
生
と
一
つ
約
束
を
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、

「
時
間
を
守
る
こ
と
」
で
す
。
し
か
し
、
研
修
中
、

中
に
は
時
間
を
守
れ
な
い
人
も
出
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
時
間
を
守
れ
な
か
っ
た
本
人
も
反
省
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
僕
た
ち
も
反
省
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、「
小
学
生
を
直
接
指
導
し
て
、
時
間
を
守

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
僕
た
ち
の
役
割
の
一

つ
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、い
ざ
と
な
る
と
、思
っ

て
い
た
よ
り
も
う
ま
く
指
導
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
苦
労
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
小
学
生
た
ち
も
中
学

生
リ
ー
ダ
ー
も
、
と
て
も
大
き
く
成
長
し
た
と
思

い
ま
す
。こ
の
貴
重
な
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
生
か
し
て
い
き
た

い
し
、み
ん
な
に
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
で
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
、
ま

た
参
加
し
た
い
人
、
中
学
生
に
な
っ
た
ら
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、仲
間
と
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、

い
っ
ぱ
い
泣
い
て
、
い
っ
ぱ
い
い
ろ
ん
な
こ
と
を

経
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

東海南中学校２年　舟石川　遅
お そ つ か

塚　由
よ し と

人

チーフリーダーとして参加して

　「
老
齢
福
祉
年
金
」は
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
た

当
時（
昭
和
36
年
４
月
）、
既
に
高
年
齢
に
達
し
て
い
た

た
め
に
、
拠
出
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

■
対
　
　
象 

①
明
治
44
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
②
明
治
44
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
険
料
納
付
済
み
期
間
が

１
年
未
満
で
あ
り
、
保
険
料
納
付
済
み
期
間
と
免
除

期
間
を
合
算
し
た
期
間
が（
生
年
月
日
に
応
じ
て
）４

年
１
か
月
か
ら
７
年
１
か
月
以
上
あ
る
―
―
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

■
支
給
制
限 

▼
受
給
権
者
本
人
が
恩
給
法
や
労
災
保

険
法
、
ま
た
は
被
用
者
年
金
各
法
に
よ
る
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
場
合
。
※
た
だ
し
、
恩
給
法
に
よ
る
年

金
等
の
額
が
71
万
２
０
０
０
円
よ
り
少
な
い
と
き
に

は
、
71
万
２
０
０
０
円
と
恩
給
法
に
よ
る
年
金
等
の
額

の
差
額
分
が
老
齢
福
祉
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
受
給
者
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
▼
受
給
者
の
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
▼
海
外
に
居
住
し
て

い
る
場
合
等
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

年
金
の
支
給
が
全
部
ま
た
は
一
部
停
止
さ
れ
ま
す
。

■
年
金
支
給
額 

平
成
21
年
度
…
40
万
５
８
０
０
円

※
所
得
制
限
に
よ
り
一
部
支
給
停
止
と
な
る
場
合

…
31
万
５
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

左から３番目が今回の
エッセイスト

ＶＯＬ .  １１４

今どきの

青少年

エッセー頑張る
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　８月22日、とうかい環境フォーラム実行委員会主催の「と

うかいキャンドルナイト2009」が役場中庭で開催されまし

た。実行委員長の久保田昌宏さんは「省エネを考えるきっか

けになればと開催している。地球温暖化防止、子どもたち

の未来のためにも、少しでも電気を消してエネルギーの使

用を抑えましょう」とあいさつ。訪れた人たちによって、2,000

本のキャンドル一つ一つに明かりがともされると、日暮れと

ともに“幻想的な世界”が現れました。参加者持ち寄りのキャ

ンドルが置かれたり、オカリナの演奏やフラダンスが披露さ

れるなど、住民手作りの環境を考える集いとなりました。

●省エネのきっかけにと2,000本のキャンドルに明かり

８月29日、中丸地区委員会（委員長･渡邊俊明さん）主催による「中

丸わいわいまつり」が中丸コミュニティセンターで行われまし

た。これは、地域の親睦を深めようと毎年開催されているもので、

今年で４回目。カラオケやフラダンスなどの演芸大会や地元で

取れた新鮮な農作物の販売など、屋内外でさまざまな催しが行

われ、多くの来場者でにぎわいました。中でも竹を取るところ

から手作りという「流しそうめん」には、子どもたちも大喜び！ 

夏空の下、涼しげに流れるそうめんをすくい上げると、いつ

もとは一味違うその味に、みんなの笑顔があふれていました。 

●みんなで“わいわい”地域の親睦を深めました
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　【
俳
　
句
】

す
ら
り
立
つ
夢
の
麗
人
合ね

む歓
の
花

東
　
海
　
佐
藤
　
と
よ

野
遊
び
の
た
ら
ず
灯
下
に
ま
た
集
ふ

舟
石
川
駅
西

　
辻
本
　
國
男

孫
覚さ

ま
す
蝉
を
追
い
や
る
終
戦
日

村
　
松
　
松
本
　
正
勝

道
の
辺
に
セ
ン
ダ
イ
萩
の
走
り
咲
き

舟
石
川
　
舛
井
　
愛
子

華
や
か
な
湖
上
の
花
火
夜
空
へ
と

豊
　
白
　
中
島
エ
ミ
子

誰
彼
も
一
語
違
わ
ぬ
酷
暑
か
な

村
松
北
　
小
野
寺
紀
夫

ほ
お
ず
き
の
膨
ら
む
想
い
如
何
に
せ
ん

白
方
中
央

　
根
本
　
怜
子

祭
笛
忘
れ
し
も
の
を
探
し
を
り

豊
　
白
　
小
林
　
久
男

傘
さ
し
て
腹
に
し
み
い
る
花
火
か
な

外
　
宿
　
西
山
　
純
一

茗み
ょ
う
が荷
汁
亡
き
母
の
顔
目
に
浮
か
ぶ

外
　
宿
　
照
沼
あ
や
子

夜
釣
火
や
み
ぎ
わ
の
水
の
白し

ら

む
ま
で

南
　
台
　
渋
谷
ひ
ろ
し

　
　【
短
　
歌
】

焼
跡
の
上
野
の
駅
で
夜
行
待
ち
き
思
い
は

昨
夜
広
島
発
ち
し
に舟

石
川
駅
東

　
助
川
今
朝
吉

子
も
育
て
孫
も
抱
い
た
し
こ
れ
か
ら
は
満

月
の
ご
と
老
い
を
生
き
た
し

村
　
松
　
高
橋
　
正
弘

梅
雨
明
け
に
剪
定
作
業
す
さ
っ
ぱ
り
と
な

り
し
庭
木
々
風
よ
く
通
る

照
　
沼
　
佐
藤
　
　
昇

紅
の
花
咲
き
つ
づ
く
鳳
仙
花
夏
深ふ

け
る
風

朝
夕
涼
し

船
　
場
　
舛
井
庫
之
助

炎
天
下
天
を
目
指
し
て
咲
く
葵
撫
ぜ
ゆ
く

ご
と
く
風
の
吹
き
ゆ
く

 

外
　
宿
　
小
林
美
代
子

蝉
時
雨
短
か
き
生
命
知
る
ご
と
く
声
を
限

り
に
鳴
き
い
る
あ
わ
れ

外
　
宿
　
高
槌
　
す
み

雨
あ
が
り
瀬
音
す
が
し
き
郷さ

と里
に
着
く
ダ

ム
を
め
ざ
し
て
釣
人
歩
む

内
　
宿
　
村
上
　
文
江

駆
け
て
来
し
孫
の
瞳
の
か
が
や
き
て
こ
の

ひ
と
み
永
遠
に
と
願
い
抱
け
り

緑
ヶ
丘
　
佐
藤
　
　
正

妻
臥ふ

せ
し
な
れ
ぬ
手
順
の
お
さ
ん
ど
ん
小

皿
落
と
し
て
割
れ
て
し
ま
い
ぬ

南
　
台
　
根
本
内
俊
男

台
風
に
天
も
地
も
荒
れ
死
者
多
し
各
地
の

災
害
共
に
哀
れ
む

舟
石
川
　
小
川
志
つ
江

　
　【
川
　
柳
】

ま
た
し
て
も
祝
詞
な
が
な
が
し
ら
け
鳥 

白
方
中
央

　
関
口
　
　
満

全日本写真連盟ひたちなか支部写真展
９月13日（日）～ 19日（土）

（最終日は午後２時まで）

第25回三軌会（絵画･工芸）茨城支部展

　三軌会（絵画･工芸）茨城支部は、皮
相な模倣を排し、様式のいかんを問
わず個性を尊重し、新鮮で自由な表
現を目指しています。個性的な作品
をご覧ください。

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

■開館時間 午前10時～午後７時
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）
■問い合わせ 東海ステーションギャラリー

（☎287-3680）

　ひたちなか市とその近郊の
写真愛好家による写真集団の
展覧会。季節ごとにそれぞれ
の被写体を求めて撮影してき
た風景･スナップなど、１年間
の力作を展示します。テーマ
を設けず、作者の感性が集結された作品をご覧ください。

　日本原子力研究開発機
構の職員とその家族、関
連企業職員、ＯＢによる
展覧会。書や絵画、工芸
などさまざまな作品を展
示します。

墨翠会水墨画展
９月27日（日）～10月３日（土）

午後５時まで（最終日は午後３時まで）

日本原子力研究開発機構美術部展
10月４日（日）～10日（土）

（最終日は午後３時まで）

　那珂市に居住する水墨画
愛好者による展覧会。墨一色
で山水など自然の情景や花
鳥などを描いた日ごろの学
習の成果を展示します。

９月20日（日）～26日（土）

午後６時まで（最終日は午後３時まで）
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平成 21 年８月１日現在
前月比

世 帯 数 14,012 世帯 ＋ 12
総 人 口 36,868 人 ＋ 38

男 18,550 人 ＋ 17
女 18,318 人 ＋ 21

人口と世帯数

募集

９月の納付
納 期 限 平成21年９月30日（水）

納付種別

国民健康保険税第３期分

後期高齢者医療保険料第３期分

里川堰土地改良区費第３期分

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

催し物（講演会ほか）

　中･高年者のための健康社交ダンスクラブ「みやび」
では、初心者の方の会員を募集しています。
■活動日時 第１～３木曜日（月３回） 午後１

時30分～３時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆」（多目的ホール）
■講　　師 飯島邦子さん（日本ダ

ンススポーツ協会公認指導員）
■会　　費 1,000円／月
■申し込み・問合せ 星野昭

あきら

さ ん
（☎282-3921）

東海村ゴルフ大会参加者募集
■期　　日 10月18日（日）
■場　　所 ザ･オーシャンゴルフクラブ（日立

市小木津町771-1）
■対　　象 村内在住･在勤の方
■費　　用 プレー費（乗用カート･セルフ･昼

食代）…9,500円／人　参加費…2,000円／人
■申し込み・問合せ ９月25日（金）までに、参

加費を添えて、総合体育館（☎283-0673）へ申
し込みください。

　2008年のノーベル物理学賞受賞者である小林
誠さんによる分かりやすい物理のお話と、古典四
重奏団のコンサートを行います。
■期　　日 11月８日(日）
■時　　間 午後１時30分開演
（午後１時開場）

■場　　所 東海文化センター
■内　　容 第１部：講演「物理

学に親しもう」 第２部：コン
サート「音楽の不思議、クァル
テットの不思議」（お話付き）

■入 場 料 無料
■そ の 他 申し込み多数の場

合は抽選となります。
■申し込み・問合せ ９月30日（水）（当日消印有

効）までに、往復はがきの往信裏面に①参加希
望人数（１枚に付き４人まで）、代表者の②住所
③氏名④電話番号――を、返信表面に代表者
の住所、氏名を記入の上、企画政策部政策推進
課「科学と音楽の響宴2009」係（〒319-1192 東海村
東海3-7-1 内線1331）へ申し込みください。※返信
はがきが10月25日（日）までに届かない場合はお
問い合わせください。なお、返信はがきが入場
券となりますので、当日は必ずご持参ください。

科学と音楽の響宴2009

東海村臨時職員
（保育所調理手）を募集します

●雇用期間	 10月１日～平成22年３月31日

●雇用要件	 調理師の資格を有し、週30時間

の勤務が可能な方（１人）。

●勤務場所	 舟石川保育所

●賃 金 等	 時給860円 ※通

勤手当を別途支給します。

●選考方法	 ９ 月24日（木）に

舟石川コミュニティセンターで面接および実

技試験（調理）を行います。なお、当日は、エ

プロン･三角巾をご用意ください。

●そ の 他	 ①社会保険（健康保険･厚生年金保

険等）と雇用保険に加入します。②休暇は土･日

曜日と祝日を基本とします。

●申し込み・問合せ		 ９ 月17日（木）ま で の 午

前８時30分～午後５時15分（土･日曜日を除

く）に①履歴書（市販の用紙に顔写真を添付）

②調理師免許の写し――を持参の上、福祉部

社会福祉課子育て支援担当（内線1183）へ申

し込みください。

健康社交ダンスクラブ会員募集
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■期　　日 10月18日(日)
■時　　間 午前８時～午後７時（予定）
■集合場所 ふれあいの森公園駐車場（村立図

書館裏）
■目 的 地 那須ハイランドパーク（栃木県）
■対　　象 村内在住で母子家庭の親子(35世

帯) ※申し込み多数の場合は抽選となります。
■参 加 費 1,000円／世帯(入場券･昼食代を

含む) ※パーク内の乗り物代は自己負担とな
ります。

■交通手段 村のバスを使用します。
■申し込み・問合せ 10月５日（月）までに、福

祉部社会福祉課子育て支援担当（内線1185）
へ申し込みください。

９月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
６日（日）村立東海病院 282-2188
13日（日）武藤小児クリニック 282-7722
20日（日）村立東海病院 282-2188
21日（月）東海クリニック 283-1711
22日（火）東原クリニック 283-2301
23日（水）茨城東病院 282-1151
27日（日）尾形クリニック 282-4781

救急医療機関をお探しのときは… 電話番号
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（毎日･24時間対応）
241-4199

茨城子ども救急電話相談（毎日･午後６時30分～11時30分）

電話番号
#8000（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）
254-9900（すべての電話から）

東海村吹奏楽楽器講座 第１１期
　各楽器のプロ奏者を講師に招き、楽器別およ
び合奏形態のレッスンを行います。初心者から
ベテランの方まで、吹奏楽楽器愛好者の皆さん
の参加をお待ちしています。

期　　日
　12月５日･12日、平成22年１月16日、平成22
年２月６日･20日･27日（すべて土曜日、全６回）

パート別レッスン（楽器別レッスン）
■時　　間 ①午前11時～午後０時20分②午後

１時20分～２時40分③午後３時～４時20分――
のいずれか ※時間帯の指定はできません。

■場　　所 東海南中学校
吹奏楽レッスン（吹奏楽編成での合奏形態によるレッスン）

■時　　間 午後５時10分～６時30分
■場　　所 東海文化センター

対　　象
　村内在住･在勤･在学で小学４年生以上の方

受 講 料
　一般6,000円／人、高校生以下3,000円／人 ※両レッ
スン･･･一般9,000円／人、高校生以下4,500円／人

そ の 他
　▼管楽器は各自でご用意ください。▼申し込み
多数の場合は先着順となります。

申し込み
　９月19日(土)から10月10日(土)までに、受講料を
添えて、東海文化センターへ申し込みください。

問 合 せ
　財団法人東海村文化･スポーツ振興財団（東海
文化センター内 ☎282-8511)

　企業が採用で重視する能力を身に付けるため
の講座です。ビジネスマナーや面接の受け方な
どの基礎能力や、最低限知っておくべき労働法
などの基礎知識を講義やロールプレイングを通
して身に付けます。受講後も就職を支援します。
■開催期日 ①10月14日（水）～ 21日（水）②12

月９日（水）～ 16日（水） （土･日曜日を除く）
■時　　間 午前９時30分～午後４時30分
■場　　所 いばらき就職･生活総合支援セン

ター（水戸市三の丸1-7-41）
■対　　象 おおむね40歳未満の方（20人）　

※学生は対象外となります。
■受 講 料 無料
■申し込み 開催期日①を希望する方は９月30

日（水）まで、②を希望する方は11月26日（木）
までに、いばらき就職支援センター（☎300-
1916）またはハローワーク水戸（☎231-6221）へ
申し込みください。※雇用保険受給者の受け
付けはハローワークのみとなります。

■問 合 せ 茨城県商工労働部労働政策課（☎
301-3645 ホームページhttp://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/syoukou/rosei/step/index.html)

就職力ステップアップ講座
　家族に心の病気を持つ方のいる村内在住の方
を対象に、不安や悩みの相談、意見交換を行う
家族交流会を実施します。
■期　　日 ９月18日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■問 合 せ なごみ･総合支援センター（☎287-

2525） ※事前申し込みは不要です。

家族交流会のお知らせ

離職者を支援する「元気いばらき就職面接会」
■日　　時 ９月18日（金） 午後１時～３時30

分（午後０時30分受け付け開始）
■場　　所 水戸合同庁舎（水戸市柵町1-3-1）
■対　　象 景気の悪化などで離職し、再就職

を目指す現在求職中の方
■内　　容 ①約20社の企業が参加して面接会

を実施します。②会場内に各種相談コーナー
（就職相談、生活相談、就農相談）を設置します。

■参 加 費 無料
■そ の 他 ▼来場は公共交通機関をご利用く

ださい。▼履歴書を複数枚ご持参ください。
■問 合 せ 茨城県商工労働部労働政策課（☎

301-3645 ホームページhttp://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/syoukou/rosei/h21mensetu/index.
html） ※事前申し込みは不要です。

母子家庭親子日帰り研修会

参加費

無　料
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■日　　時 ９月19日（土） 午後１時30分～３時
■場　　所 テクノ交流館リコッティ（東海駅東口）
■対　　象 高校生以上（先着30人程度）
■演　　題 原子炉内のお湯炊き状態を見る―

原子炉の中の水と蒸気の流れをスパコンでシ
ミュレーション―

■講　　師 吉田啓
ひ ろ ゆ き

之さん（工学博士･原子力機
構 機構論的熱設計手法開発グループ研究主幹）

■申し込み・問合せ 独立行政法人日本原子力
研究開発機構地域交流課（☎282-1907）

　サイエンスカフェinリコッティ開催

エトセトラ

　アコーディオン奏者･桑山

哲也と人気女優･藤田朋子の

おしどり夫婦によるステー

ジに、茨城県を代表する２人

のアーティストをゲストに

迎えた、音楽とおしゃべり

満載のコンサートです。

桑山哲也＆藤田朋子 おしゃべりコンサート
ゲスト＝クミコ（シャンソン歌手）･上妻宏光（津軽三味線）

第25回記念吟詠剣詩舞道大会
■期　　日 ９月27日（日）
■時　　間 午前９時～午後１時30分
■場　　所 東海文化センター
■内　　容 一般剣詩舞、構成吟：「静と義経」

～源平の乱世に激しく咲いた一輪の愛～
■入 場 料 無料
■申し込み・問合せ ９月20日（日）までに、佐

竹千尋さん（茨城県吟詠剣詩舞総連盟県北地
区協議会事務局 ☎282-0808)へ申し込みくだ
さい。※事前申し込みなしでの入場も可能で
すが、記念品はお渡しできません。

●期　　日	 12月20日(日)

●時　　間	 午後３時開演（午後２時30分開場）

●場　　所	 東海文化センター

●入 場 料	 2,000円／人(全席指定) ※未就学

児は入場できません。

●そ の 他	 託児サービス（1,000円／人）をご

希望の方は、12月13日（日）までに申し込み

ください。

●申し込み	 ９月12日(土)の午前９時から、東

海文化センター窓口で入場券の前売りを開始

します。残券があった場合のみ、同日午後１

時から電話予約を受け付けます。※発売初日

の購入は１人４枚までとさせていただきます。

●問 合 せ	 財団法人東海村文化･スポーツ振

興財団（東海文化センター内 ☎282-8511）

９月13日（日）は東海村長選挙投票日です
■投票日時 ９月13日（日） 午前７時～午後８時
■投票場所 各世帯ごとに郵送された投票所入

場整理券に記載されています。
■投票できる方 満20歳以上（平成元年９月14

日までに生まれた方）で、引き続き村の住民
基本台帳に３か月以上登録されている方（平
成21年６月７日までに転入届けをした方）

■期日前投票日時 ９ 月 ９ 日（水）～ 12日（土） 
午前８時30分～午後８時

■問 合 せ 東海村選挙管理委員会（総務部総
務課内 内線1313）

県民選好度調査にご協力ください
　県では、新たな県総合計画を策定するにあた
り、県民の皆さんのご意見やご要望などを把握
するため、９月17日（木）から5,000人を対象に県
民選好度調査を実施します。お手元に調査票が
届いた場合は、お手数でもアンケートにお答え
いただき、９月30日（水）までに返信してください。
■問 合 せ 茨城県企画部企画課政策･総合計

画グループ（☎301-2523）

げんでん ふれあいコンサート2009

　脳を刺激して活性化させながら、筋力アップ
を図ります。
■期　　日 10月６日･13日･20日、11月10日･17日

･24日、12月１日･８日･22日、平成22年１月12日
･19日･26日、平成22年２月２日･９日･16日、平成
22年３月２日･９日･16日（すべて火曜日 全18回）

■時　　間 Ａクラス…午後０時30分～１時
30分　Ｂクラス…午後１時45分～２時45分

■場　　所 総 合 福 祉 セ ン タ －「絆」（多 目 的
ホール）

■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の方
（各クラス先着40人） ※初参加者を優先します。

■参 加 費  1,800円／人
■申し込み・問合せ ９月14日（月）から25日(金)

までに、高齢者センタ－（☎282-4300)へ申し
込みください。

脳 骨 筋 健 康 体 操 教 室
　病気の予防や治療のために、中国の医師によ
り考案された健康体操です。ゆったりとした中
国風の音楽に合わせて、ゆっくり呼吸をしなが
ら、ストレッチや関節･筋力の強化を図ります。
■期　　日 10月５日･19日、11月２日･16日、12月７日

･21日、平成22年１月18日･25日、平成22年２月１日
･15日、平成22年３月１日･15日（すべて月曜日 全12回）

■時　　間 午前10時～ 11時30分　　　
■場　　所 総 合 福 祉 セ ン タ －「絆」（多 目 的

ホール）
■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の方
■定　　員 先着30人
■参 加 費 1,200円／人（初回に徴収します）
■申し込み・問合せ ９月14日（月）から25日（金）

までに、高齢者センタ－（☎282-4300）へ申し
込みください。

中国式健康体操教室

参加費

無　料
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■対　　象 ①高等学校または中等教育学校を
平成22年３月に卒業見込みで、茨城キリスト
教大学を第一志望とし、合格した場合は必ず
入学する②出願期間の最終日の１年前（平成
20年10月27日以前）から村内に在住し（または
同期間に保護者が村内に住所を有している）、
村長および出身高等学校長が責任を持って推
薦できる③全体の評定平均値が4.0以上④看
護学に深い関心を持ち、卒業後、地域の保健
･医療･福祉の向上に貢献しようとする――を
満たす方（３人）

■試 験 日 11月７日（土）
■場　　所 茨城キリスト教大学
■選抜方法 小論文、面接試験
■村長推薦受付 ９月30日（水）から10月９日（金）

までに、必要書類を持参の上、保健センター（☎
282-2797）へ申し込みください。

■申し込み・問合せ 10月16日（金）から28日（水）
（必着）までに、村長推薦書とその他の必要書
類をそろえ、茨城キリスト教大学入試広報部

（☎0294-54-3212 ホームページhttp://www.icc.
ac.jp/）へ申し込みください。

茨城キリスト教大学看護学部看護学科地域特定推薦入試

　現在、新型インフルエンザの疑いのある方
は、かかりつけ医など一般の医療機関で診療す
る体制となっています。新型、季節性を問わず、
インフルエンザの症状で医療機関を受診する際
は、必ず事前に電話で受診方法等について指示
を受け、マスクを着用して受診してください。
　受診医療機関が分からない方や自宅療養につい
ての相談等は相談窓口へお問い合わせください。
■新型インフルエンザ電話相談窓口

■そ の 他 ▼聴覚障害などにより、電話での
相談が困難な方は、必要事項を
記入の上、ファクシミリでお問
い合わせください。▼患者発生
状況により開設時間等を変更す
る場合があります。

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

新型インフルエンザ電話相談窓口

開 設 時 間 相 談 窓 口 電 話 番 号
月～金曜日

午前８時30分
～午後５時30分

ひたちなか
保健所

265-5515
（FAX265-5040）

月～金曜日
午前８時30分

～午後５時15分

東海村
保健センター

282-2797
（FAX282-2705）

土･日曜日、祝日
午前８時30分

～午後５時30分
茨城県庁 301-4001

（FAX301-6341）

平成21年第３回東海村議会定例会開催

■そ の 他 ▼議会は住所･氏名等を記入すれ
ば、どなたでも傍聴できます。▼当日は各コミュ
ニティセンターや総合福祉センター「絆」でＴ
Ｖ中継します。▼議会終了１週間後には、議会
ホームページ（http://www.gikaitv.net/dvl-tokai/
index.html）で録画放映をご覧いただけます。

■問 合 せ 議会事務局（内線1281） 

期　　日 開会時間 議会予定
９月28日（月）

午前10時

議案上程
10月６日（火）
  ～８日（木）

一般質問

10月20日（火） 議案審議

傍 席聴

オウム真理教犯罪被害者等給付金について
　オウム真理教による犯罪行為により、被害を受
けた方またはその遺族に給付金が支給されます。
■対　　象 地下鉄サリン事件、松本サリン事

件、その他法律で定められたオウム真理教に
よる犯罪行為によって①亡くなられた方の遺
族②障害が残った方(すでに亡くなられてい
る場合はその遺族）③傷害を負った方（すでに
亡くなられている場合はその遺族）

■申請期限 平成22年12月17日（金）
■申し込み・問合せ 茨城県警察本部警務部

警務課犯罪被害者支援室（☎301-0110 ホーム
ページhttp://www.npa.go.jp/oumuhigai/)

　村では、寝たきりの高齢者等を在宅で介護して
いる方に、助成券（後期分）を交付して、介護用品
(紙おむつ等)の購入費の一部を助成しています。
■対　　象 現在助成券の交付を受けており、

引き続き在宅で介護する方 ※新規に交付を
希望する方はご連絡ください。

■申し込み・問合せ 前期にお渡しした「東海村
家族介護用品購入費助成券決
定通知書」を持参の上、福祉
部介護福祉課高齢支援担当

（内線1164）へお越しください。

土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します
　土壌消毒などに使用されている土壌燻

く ん

蒸薬剤
（Ｄ－Ｄ、ドロクロール類）の空き缶を回収します。
■日　　時 ９月29日（火） 午前９時～午後３

時（正午から午後１時を除く）
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶（当日現金で徴収します）
■搬入条件 ①缶の中を乾燥させて臭気を無く

す。②缶の上部と底部に直径10センチメート
ル以上の穴を開ける（当日会場に穴を開ける
道具を用意します）。 ※搬入条件が守られな
い場合は回収できません。

■問 合 せ ＪＡひたちなか東海配送センター
（☎282-0203）

家族介護用品助成券交付のお知らせ
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-102

夢は…。“テューバ奏者”
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私の夢は、テューバ奏者になることです。

私は４年生から金管バンド部に所属しています。今

までは、興味だけで演奏していましたが、昨年の夏休

みの練習で、小川平
へ い す け

祐先生に出会ってから変わりまし

た。先生は、とても優しくて、面白いし、何よりテュー

バを吹くのが上手です。先生の音色は、優しく、温か

く、でも力強く、太い音も出ます。それに、同時に２

つの音を出したり、音を出しながらも鼻で息を吸って

音を出したり、そんなすごい技もあります。

今私は、その夢を叶えるために、頑張って練習して

います。これからもたくさん練習して、私も先生のよ

うに、優しくみんなを包み込むような、温かい音色を

出せるようになりたいです。そして、聴いてくれた人

を笑顔にできるようなテューバ奏者を目指して、頑張

りたいと思います。
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プール遊び

保育園のプールで遊んでいるとこ

ろを描いてくれたのは沙良ちゃん（５

歳）。「お友達と水をパシャパシャ掛

け合って遊んだよ。水が目に入って、

目をつぶっちゃってるの」とにこにこ

うれしそうに話してくれました。
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